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項目
番号

対応頁

1

大会に向けたハード・ソフトの対策を発展させ、都民の安全・安心な暮らしを実現

首都東京を守るテロ等対応力の強化 592

重要インフラ等に対するサイバー攻撃対策の強化 597

総合的な治安対策の充実・強化（サイバーセキュリティ対策の充実・強化） 607

新興・再興感染症対策の充実 471

無電柱化事業の推進 243

市街地の開発に係る諸事業の推進（市街地開発事業などにおける無電柱化の推進） 156

2

ベイエリアの交通ネットワークが充実し、便利で快適に移動できる都市に

羽田空港の更なる機能強化と国際化の推進（羽田空港の機能発揮に資する交通アクセス等の強化） 252

ＢＲＴ整備推進のための制度の創設・拡充 234

道路・橋梁事業の推進（交通安全施設事業の推進〔自転車通行空間整備〕） 216

3

スポーツを「する・みる・支える」が日常に定着し、都民の健康増進・QOL向上を実現

東京2020大会レガシーを生かしたスポーツ振興事業の推進（スポーツ施設の整備促進と国際大会の招致・開催） 545

東京2020大会レガシーを生かしたスポーツ振興事業の推進（競技力向上事業の推進） 551

パラリンピックに向けた多面的な取組を発展させ、パラスポーツを人気コンテンツに

東京2020大会レガシーを生かしたスポーツ振興事業の推進（パラスポーツの推進） 554

4

「文化の祭典」の経験を、新たな楽しみや喜びの創出に結実

文化政策の推進 494

観光産業の早期回復に向けた取組の充実 498

ＭＩＣＥ推進施策の強化 496

5

多様性と包摂性を高める様々な取組を通じて、真の共生社会を実現

多文化共生社会の実現に向けた外国人受入環境整備促進 501

障害者の就業支援策の一層の充実 516

ソーシャルファームの普及 532

大会を契機に、東京全体でユニバーサルデザインのまちづくりを展開

鉄道駅のバリアフリー化の推進 226

道路・橋梁事業の推進（交通安全施設事業の推進〔道路のバリアフリー化〕） 216

6

大会での再エネ・水素活用等を契機に、ゼロエミッション東京の実現に向けた取組を加速

気候変動対策の推進（実効性ある温室効果ガス削減対策の実施） 279

気候変動対策の推進（建築物の脱炭素化の促進） 284

気候変動対策の推進（分散型エネルギーの導入とエネルギーマネジメントの推進） 292

自動車等のゼロエミッション化の推進 294

再生可能エネルギーの本格的な普及拡大 299

水素社会の実現に向けた取組の加速 305

持続可能な大会を通じて、環境に配慮した快適な都市へ

食品ロス削減施策の推進 336

プラスチック対策の推進 340

道路環境対策の推進〔ヒートアイランド対策〕 325

7 経済・テクノロジー

スムーズビズの定着により、人々がいきいきと働き活躍できる社会を実現

ライフ・ワーク・バランスの推進 507

都市鉄道ネットワーク等の強化〔オフピーク通勤の取組の促進〕 230

「スマート東京」実現に向けた高速モバイルインターネット網の早期構築等 487

国際金融・経済都市の実現 485

中小企業のビジネスチャンスの拡大を図る取組の推進 524

文化・観光

誰もが安心して観光を楽しめ、何度でも訪れたくなる国際観光都市へと飛躍

教育・多様性

環境・持続可能性

５Gやロボットなどの最先端テクノロジーを活用し、「スマート東京」の実現を加速

大会を通じて生まれた経済効果を最大限に生かし、東京・日本経済の持続的発展に貢献

２　要望事項

要望事項

安全・安心

まちづくり

スポーツ・健康

　安全・安心な大会の開催を実現するため、関係者が一体となって取り組んだ東京2020大会は、世界中からアスリートが参加し、熱
戦を繰り広げ、コロナによって分断された世界を、スポーツの力で一つにし、世界中の人々に勇気と希望を届けた大会となった。今
後は、大会を通じて生み出されたハード・ソフトの様々なレガシーを発展させ、多様性と包摂性に溢れた社会を創り上げるなど都市
の成熟へと結び付ることが必要である。
　こうした大会のレガシーを日本全体の持続的な発展につなげていくため、以下の事項について、引き続き国を挙げて取り組むこと
を要望する。

１　東京2020大会のレガシーについて

東京2020大会のレガシーに関する要望事項について
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